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内勤職から営業に異動し、取引先と

のコミュニケーションに悩む20代後

半の方から服装のご相談を受けたこと

があります。取引先の担当者は50代男

性が多いとのこと。それまで着ていた

流行の細身のスーツでは、浮ついた印

象を与えてしまいます。そこで、身体

に適度に合ったサイズのスタンダード

なスーツで、誠実さを印象づけるよう

アドバイスしました。その後、取引先

との信頼関係を築くことができ、仕事

に対する自信が生まれたと、ご報告を

いただきました。

これは、 特別な例ではありません。

相手に与える印象は、服装で変わりま

す。仕事上のポジションにふさわしい

服装をすることで相手に信頼感を与え、

その信頼にこたえようとして自分自身

も変わっていくのです。昇格や異動後

に伸び悩んでいる場合、服装の見直し

が効果的なことも少なくありません。

服装を見直すにあたり、スーツやネ

クタイには配慮しても、パンツの丈、

靴下、靴など足元がおろそかになる人

は多いものです。とくに目立つのは靴

下。ビジネス用の靴下はひざ下丈の長

靴下で、色はスーツの色に合わせるの

が基本。学生が履くような白い靴下や、

脚を組んだときに素肌が見えるような

短い靴下はだらしない印象を与えます。

逆に、足元に配慮がなされていると

好印象です。パンツと靴、靴下のバラ

ンスで全体の雰囲気も変わるので、基

本を知っておくと、なりたい自分を演

出するためにひと役買ってくれるでし

ょう。パンツの裾の折り返しにはシン

グルとダブルがあり、細身でシングル

のパンツにすっきりしたラインの靴を

合わせると若々しい印象になります。

たとえば、長年内勤だった人が営業職

に異動し、より活動的になることが求

められるというようなケースに取り入

れてみてください。管理職に昇進し、

相応の貫禄を持ちたい……など落ち着

きを出したい場合は、裾幅が広めのダ

ブルのパンツに少し幅広で厚みのある

靴を合わせるとよいでしょう。

もちろん、服装を変えるだけですぐ

に自分自身が変わり、力を発揮できる

わけではありません。肝心なのは、職

場でのポジションを全うするためにど

んな自分であるべきかを考え、服装選

びに自分の基準を持つこと。服装を通

して今の自分に必要なものを取捨選択

することで自らの仕事への覚悟が生ま

れます。その覚悟が周囲に自信を感じ

させて、与えられたポジションにふさ

わしい人材として評価されるようにな

るのです。

最後に、靴を磨く、前日に服装を決

めるなど準備は常に怠らないようにし

ましょう。服装の準備によって生まれ

る心のゆとりが仕事への余裕にもつな

がります。
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服装を変えると仕事へ
の意識や行動も変わる

人事のファッション機能学

ファッションには、自己確認や強化の機能、他者に

情報を伝える機能などがある。この機能を利用して、

人事が直面する課題に活路を見出すことができない

か。パーソナルスタイリストの政近準子氏が語る。

細身（18〜20センチ）の
シングルパンツは、若々
しく行動的な印象を与え
る。裾が靴の甲に軽く当
たるか当たらないか程度
の長さがよい。

標準幅（20〜22センチ）
のダブルのパンツは落ち
着いた印象。裾が靴の甲
にしっかり当たる長さが
バランスよく見える。

女性の場合は、スカート丈はひ
ざ上5センチ〜ひざ下７センチ
がビジネスの標準。短いと軽快
感、長いと落ち着きが出る。




